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 第 5 章は、わが国のスーパーマーケットにおいて、取引制度の中に店頭欠品率を低い状
態にさせるインセンティブを前提にしたものである。その上で、米国型の購買機能割引導
入制度のメリットを考察し、当該制度のわが国への導入状況の業種間差などを明らかにし
ている。 
 第6章は、結論に当てられており、本論文で得られた知見の解釈と実務活用と今後の課題が
まとめられている。 
審査の結果の要旨 
本研究は、自動発注を行う業者以外では保有していない最適理論在庫データ、専用セン
ターの在庫データなどに基づき、スーパーマーケットの欠品率の推定、在庫管理のあり方
などについて、初めて定量的な研究を行ったものであり、物流学における新規性は高い。
第 3 章では回転率の高い商品について欠品率を実際に推定したことは、実務的にも有用性
が高いものと評価する。ただし、用いられた統計的需要予測方式については、データの制
約から生じるバイアスの問題、あるいは時系列的相関情報が組み込まれていないなどの問
題が指摘され、更に欠品率推定精度を改善することが可能であると考える。第 4 章の定量
的検討は、第 3 章の離散需要予測モデルとの関係性は希薄であり、得られた結論の一部は
標準的在庫理論から予想されるものが多く、その数理的新規性は高くない。しかし、数理
的検討と、これまで関連研究者が入手できなかったセンター在庫などとを比較照合したこ
とで、小売業専用センターを不要とした結論は、実際にわが国の業界に対しても強いイン
パクトを与えたものとなっており、その実務的有用性は極めて高いものと判断した。第 5
章については、前提となる仮説の検証の必要性があると共に、業界比較の定量分析は記述
的水準に留まっているのではないかとの批判もあった。しかし、わが国における購買機能
割引制度導入の実態を明らかにした有用性は評価することができる。 
 論文審査委員会は、著者自身も認めているように、本論文が目指した欠品の定量的研究
は端緒についたばかりのものであり、今後著者自身が改善すべき課題も多いと考える。 
一方で、スーパーマーケットの欠品という、これまで実際の在庫データに基づく計量実
証研究が国内外で殆ど行われず、多くの先行研究が定性的研究に留まっていた物流学分野
に対し、初めて必要な概念整理、測定方式、管理方式の検討方法などを導入した著者の寄
与は、当該実務分野と学術とを繋ぐ高度専門職業人らしい経営学研究として、学術的・実
務的価値は高いものと判断した。よって、論文審査委員会は、本論文が、博士(経営学)に
相応しい研究内容と評価する。 
 
【最終試験】 
ビジネス科学研究科学位論文審査（博士後期課程）に関する内規第１０条を適用し、学
力の確認の全部に代え、十分に学力があるものと認定した。 
 
【結論】 
よって，著者は，博士（経営学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
